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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、景気は緩やかな回復基調で

推移しましたが、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響等先行きに対する不透明感が増すなど厳しい状

況が続いております。

 建設業界におきましては、首都圏等においては再開発事業など明るい見通しがあるものの、地方においては受注

環境に不透明感が増してくるなどの予断を許さない状況となりました。また、労務費の高止まりや技術者・労働者

不足が続いており、厳しい経営環境となりました。

 このような状況の中で、当社は目標達成のために、お客様が満足する提案や成果物が提供できる組織づくりを目

指し取り組んでまいりました。

 その結果、当第２四半期累計期間の受注高は、民間工事の受注獲得が順調に推移したこと等により、前第２四半

期累計期間比14億２千９百万円（7.1％増）増加の216億４千７百万円となりました。

 建設事業売上高は、前第２四半期累計期間比５億９千１百万円（2.9％増）増収の209億３千６百万円となりまし

た。これは、当第２四半期累計期間に受注した工事の進捗に伴い施工高が増加したことを主な要因としたものであ

ります。

 また、不動産事業売上高は、前第２四半期累計期間比５千６百万円（17.8％増）増収の３億７千２百万円となり

ました。これは、賃貸用不動産の売上高が増加したことを主な要因としたものであります。

 この結果、売上高合計は、前第２四半期累計期間比６億４千７百万円（3.1％増）増収の213億９百万円となりま

した。

 利益につきましては、建設事業総利益が、売上高の増加があったものの、完成工事総利益率の低下により、前第

２四半期累計期間比３億２百万円（9.6％減）減益の28億６千３百万円となりました。

 また、不動産事業総利益は、売上高の増加等により、前第２四半期累計期間比３千１百万円（27.8％増）増益の

１億４千６百万円となりました。

 この結果、売上総利益合計は、前第２四半期累計期間比２億７千万円（8.3％減）減益の30億１千万円となりま

した。

 販売費及び一般管理費は、前第２四半期累計期間比２千３百万円（1.7％減）減少の13億５千５百万円となりま

した。

 これにより、営業利益は、前第２四半期累計期間比２億４千７百万円（13.0％減）減益の16億５千５百万円、経

常利益は、前第２四半期累計期間比２億３千２百万円（11.5％減）減益の17億９千６百万円、四半期純利益は、前

第２四半期累計期間比１億１千５百万円（8.7％減）減益の12億１千３百万円となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末比11億３千８百万円（1.8％減）減少の612億９千万円と

なりました。これは、工事代金の回収に伴い受取手形・完成工事未収入金等が減少したことを主な要因としたも

のであります。

 負債合計は、前事業年度末比14億１千７百万円（11.4％減）減少の110億６千５百万円となりました。これ

は、法人税等の納付に伴う未払法人税等の減少や消費税の納付等に伴う流動負債その他の減少等によるものであ

ります。

 純資産合計は、前事業年度末比２億７千９百万円（0.6％増）増加の502億２千５百万円となりました。これ

は、利益剰余金の増加を主な要因としたものであります。

 

 

② キャッシュ・フローの状況

 営業活動によるキャッシュ・フローは、23億１千４百万円の収入超過（前第２四半期累計期間91億９千６百万

円の収入超過）となりました。これは、債権回収による売上債権の減少等によるものであります。

 投資活動によるキャッシュ・フローは、13億８千百万円の支出超過（前第２四半期累計期間31億６千３百万円

の支出超過）となりました。これは、有形固定資産の取得による支出や投資有価証券の取得による支出等による

ものであります。

 財務活動によるキャッシュ・フローは、５億３千８百万円の支出超過（前第２四半期累計期間４億９千７百万

円の支出超過）となりました。これは、配当金の支払い等によるものであります。

 これにより、現金及び現金同等物は、３億９千６百万円増加し、現金及び現金同等物の四半期末残高は、200

億７千３百万円（前第２四半期末残高184億８千万円）となりました。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年３月期の通期業績予想につきましては、平成28年５月11日に公表いたしました業績予想に変更はありま

せん。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 9,777,470 10,173,497 

受取手形・完成工事未収入金等 18,573,022 15,754,650 

有価証券 10,151,660 10,050,295 

販売用不動産 58,266 58,266 

未成工事支出金 228,956 414,992 

材料貯蔵品 118,145 787,159 

繰延税金資産 305,761 305,947 

その他 903,239 1,397,584 

貸倒引当金 △1,940 △1,660 

流動資産合計 40,114,581 38,940,732 

固定資産    

有形固定資産 12,417,787 12,197,297 

無形固定資産 81,069 77,772 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,584,361 9,834,198 

その他 232,437 241,744 

貸倒引当金 △1,100 △1,100 

投資その他の資産合計 9,815,699 10,074,842 

固定資産合計 22,314,555 22,349,912 

資産合計 62,429,137 61,290,644 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,873,127 7,004,741 

未払法人税等 1,115,843 644,470 

未成工事受入金 384,368 342,889 

引当金 100,395 67,615 

その他 1,827,833 945,349 

流動負債合計 10,301,568 9,005,067 

固定負債    

繰延税金負債 350,884 175,881 

退職給付引当金 1,272,299 1,332,779 

資産除去債務 60,693 61,214 

その他 497,775 490,525 

固定負債合計 2,181,653 2,060,400 

負債合計 12,483,222 11,065,468 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,302,375 3,302,375 

資本剰余金 3,338,395 3,338,395 

利益剰余金 40,592,815 41,271,431 

自己株式 △192,608 △192,768 

株主資本合計 47,040,978 47,719,434 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 2,904,936 2,505,741 

評価・換算差額等合計 2,904,936 2,505,741 

純資産合計 49,945,915 50,225,176 

負債純資産合計 62,429,137 61,290,644 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高    

完成工事高 20,345,162 20,936,715 

不動産事業売上高 316,350 372,615 

売上高合計 20,661,512 21,309,330 

売上原価    

完成工事原価 17,178,554 18,072,988 

不動産事業売上原価 201,484 225,848 

売上原価合計 17,380,039 18,298,837 

売上総利益    

完成工事総利益 3,166,607 2,863,727 

不動産事業総利益 114,866 146,766 

売上総利益合計 3,281,473 3,010,493 

販売費及び一般管理費 1,378,456 1,355,349 

営業利益 1,903,016 1,655,144 

営業外収益    

受取利息 11,826 8,387 

受取配当金 85,399 83,301 

受取保険金 16,200 36,336 

その他 14,665 13,823 

営業外収益合計 128,091 141,848 

営業外費用    

投資有価証券評価損 1,600 － 

営業外費用合計 1,600 － 

経常利益 2,029,508 1,796,993 

特別損失    

固定資産除却損 3,053 1,112 

特別損失合計 3,053 1,112 

税引前四半期純利益 2,026,455 1,795,880 

法人税等 697,000 582,000 

四半期純利益 1,329,455 1,213,880 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 2,026,455 1,795,880 

減価償却費 808,790 813,826 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △990 △280 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,630 － 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,286 △19,720 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,383 60,479 

受取利息及び受取配当金 △97,225 △91,689 

有形固定資産除却損 3,053 1,112 

売上債権の増減額（△は増加） 9,571,415 2,818,371 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △674,013 △186,035 

材料貯蔵品の増減額（△は増加） △594,277 △669,014 

未収入金の増減額（△は増加） 160,999 24,888 

仕入債務の増減額（△は減少） △715,151 131,613 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 167,946 △41,478 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △331,051 △307,375 

未収消費税等の増減額（△は増加） △130,788 △546,942 

未払消費税等の増減額（△は減少） △52,489 △488,462 

その他 △20,636 △547 

小計 10,114,764 3,294,625 

利息及び配当金の受取額 99,727 93,821 

法人税等の支払額 △1,018,248 △1,073,623 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,196,243 2,314,824 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の売却及び償還による収入 80,000 100,000 

有形固定資産の取得による支出 △2,956,040 △647,417 

有形固定資産の売却による収入 18,626 － 

無形固定資産の取得による支出 △37,736 △8,000 

投資有価証券の取得による支出 △272,888 △837,697 

投資有価証券の売却及び償還による収入 5,942 12,755 

その他 △1,218 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,163,314 △1,380,359 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △490,373 △532,570 

自己株式の取得による支出 △78 △159 

リース債務の返済による支出 △7,426 △5,707 

財務活動によるキャッシュ・フロー △497,877 △538,438 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,535,050 396,026 

現金及び現金同等物の期首残高 12,945,657 19,677,470 

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,480,708 20,073,497 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

４．補足情報

（１）受注高、売上高及び繰越工事高

   ① 受注高                                     （単位：千円、％）

  前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度

建設事業

土木工事 14,377,503 16,132,767 1,755,264 12.2 31,344,701 

建築工事 5,523,648 5,141,722 △381,925 △6.9 13,504,691 

計 19,901,151 21,274,490 1,373,338 6.9 44,849,392 

不動産事業 316,350 372,615 56,264 17.8 2,390,361 

合計 20,217,502 21,647,105 1,429,603 7.1 47,239,754 

 

   ② 売上高                                     （単位：千円、％）

  前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度

建設事業

土木工事 14,093,674 14,024,616 △69,057 △0.5 32,963,820 

建築工事 6,251,487 6,912,098 660,611 10.6 13,083,463 

計 20,345,162 20,936,715 591,553 2.9 46,047,284 

不動産事業 316,350 372,615 56,264 17.8 2,390,361 

合計 20,661,512 21,309,330 647,818 3.1 48,437,645 

 

   ③ 繰越工事高                                   （単位：千円、％）

  前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 比較増減 増減率 前事業年度

建設事業

土木工事 8,283,375 8,488,579 205,203 2.5 6,380,428 

建築工事 8,011,472 7,390,162 △621,309 △7.8 9,160,539 

計 16,294,848 15,878,742 △416,106 △2.6 15,540,967 

不動産事業 － － － － － 

合計 16,294,848 15,878,742 △416,106 △2.6 15,540,967 

 

   （注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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